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は
じ
め
に
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
台
頭
し
た
創
作
版
画
運
動
は
、
日
本
創
作
版
画
協
会
の
創
立
（
一
九
一
八
年
）
か
ら
日
本
版
画
協
会
の
結
成
（
一
九
三
一
年
）
へ
と
い
う
経
路
を
た
ど
り
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
ま
で
国
内
外
で
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
帝
展
に
お
け
る
版
画
出
品
の
受
理
や
東
京
美
術
学
校
に
お
け
る
版
画
教
室
の
設
置
、
一
九
三
○
年
代
に
欧
米
各
地
で
開
催
さ
れ
た
国
際
展
の
実
現
な
ど
、
版
画
団
体
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
成
果
は
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
研
究
│
千
葉
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
の
版
画
」
連
続
展
な
ど
（
１
）
│
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
前
の
創
作
版
画
は
実
際
に
は
、
美
術
界
に
お
い
て
油
絵
や
日
本
画
よ
り
一
段
低
い
美
術
、
マ
イ
ナ
ー
・
ア
ー
ト
と
し
か
み
な
さ
れ
ず
、
ま
た
美
術
市
場
で
も
、
彫
り
師
、
摺
り
師
と
の
共
同
作
業
に
よ
る
新
版
画
（
伝
統
木
版
画
）
の
よ
う
に
鑑
賞
用
の
作
品
と
し
て
大
量
に
売
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
一
九
三
○
年
代
に
海
外
へ
の
進
出
を
狙
っ
て
企
画
し
た
国
際
展
に
お
い
て
も
、
日
本
の
創
作
版
画
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
と
い
う
一
定
の
成
果
は
得
た
も
の
の
、
そ
れ
が
大
き
な
反
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
く
、
逆
に
ア
メ
リ
カ
で
の
巡
回
展
は
日
本
の
創
作
版
画
の
危
機
的
状
況
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
結
果
に
も
な
っ
た
（
２
）
。
こ
う
し
た
創
作
版
画
の
状
況
が
一
変
す
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
占
領
軍
が
日
本
に
駐
留
し
た
一
九
四
○
年
代
後
半
か
ら
五
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
1
恩
地
孝
四
郎
の
《『
氷
島
』
の
著
者
・
萩
原
朔
太
郎
像
》
を
め
ぐ
っ
て
│
占
領
期
に
お
け
る
欧
米
人
コ
レ
ク
タ
ー
と
創
作
版
画
の
国
際
的
評
価
桑
原
規
子
前
、
国
内
で
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
創
作
版
画
は
、
占
領
期
に
駐
日
し
た
欧
米
人
に
注
目
さ
れ
、
大
量
に
蒐
集
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
、
大
英
博
物
館B
ritish
M
useum
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
A
rt
Institute
of
C
h
icago
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館H
onolulu
A
cadem
y
of
A
rts
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
美
術
館F
ine
A
rts
M
useum
s
of
San
F
rancisco
な
ど
欧
米
の
美
術
館
（
お
も
に
ア
メ
リ
カ
）
に
日
本
の
創
作
版
画
が
大
量
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
、
占
領
期
に
日
本
で
創
作
版
画
を
蒐
集
し
た
コ
レ
ク
タ
ー
の
旧
蔵
品
が
各
美
術
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
英
博
物
館
に
は
エ
ル
ン
ス
ト
・
ハ
ッ
カ
ー
の
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
に
は
オ
リ
バ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
と
ア
レ
ン
バ
ー
グ
夫
妻
の
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
に
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
ド
ソ
ン
の
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
美
術
館
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
近
年
、
海
外
で
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
二
○
○
二
年
に
は
大
英
博
物
館
で
「
占
領
期
に
お
け
る
日
本
版
画1945-1952
」
展
が
開
催
さ
れ
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
ミ
ス
氏
に
よ
っ
て
エ
ル
ン
ス
ト
・
ハ
ッ
カ
ー
と
日
本
の
版
画
家
と
の
交
流
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
３
）
。
ま
た
、
二
○
○
五
年
に
は
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
美
術
館
で
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
戦
後
の
創
作
版
画
運
動
」
展
が
開
催
さ
れ
、
ア
リ
シ
ア
・
ヴ
ォ
ル
ク
氏
に
よ
る
論
考
「
日
本
版
画
の
世
界
進
出
海
外
に
お
け
る
創
作
版
画
」
で
国
際
舞
台
へ
と
進
出
し
て
い
っ
た
創
作
版
画
に
関
す
る
検
討
が
成
さ
れ
た
（
４
）
。
こ
う
し
た
海
外
で
の
研
究
状
況
に
引
き
比
べ
て
み
る
と
、
日
本
国
内
で
は
占
領
期
に
お
け
る
欧
米
人
コ
レ
ク
タ
ー
に
関
す
る
調
査
研
究
が
ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い
な
い
。
重
要
な
作
品
や
資
料
が
海
外
の
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
や
〝
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
〞
と
い
う
言
葉
が
国
際
的
に
も
通
用
す
る
状
況
の
中
で
（
５
）
、
日
本
国
内
で
も
、
戦
後
の
日
本
版
画
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
国
際
的
評
価
を
得
て
い
っ
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
筆
者
が
味
岡
千
晶
氏
と
の
海
外
共
同
調
査
で
得
た
、
占
領
期
に
お
け
る
欧
米
人
コ
レ
ク
タ
ー
の
基
礎
情
報
を
提
示
し
つ
つ
、
彼
ら
が
戦
後
日
本
版
画
の
国
際
的
評
価
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
創
作
版
画
と
一
口
に
い
っ
て
も
そ
の
範
囲
は
広
く
、
す
べ
て
を
網
羅
的
に
論
じ
る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上
も
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
日
本
の
創
作
版
画
運
動
を
牽
引
し
た
最
も
重
要
な
版
画
家
恩
地
孝
四
郎
が
一
九
四
三
年
に
制
作
し
た
《『
氷
島
』
の
著
者
・
萩
原
朔
太
郎
像
》（
図
１
）
の
考
察
を
通
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。（
以
下
、
略
し
て
2
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
と
記
す
。）
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
は
戦
前
に
制
作
さ
れ
た
肖
像
版
画
で
あ
る
が
、
実
は
戦
後
、
欧
米
人
の
要
望
に
応
え
る
形
で
、「
自
摺
り
」
も
含
め
、
新
た
に
「
関
野
摺
り
」「
平
井
摺
り
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
が
摺
り
増
し
さ
れ
た
特
殊
な
作
品
で
あ
る
。（
本
稿
で
は
、
恩
地
自
身
に
よ
っ
て
摺
ら
れ
た
作
品
を
「
自
摺
り
」、
弟
子
の
版
画
家
関
野
凖
一
郎
に
よ
っ
て
摺
ら
れ
た
作
品
を
「
関
野
摺
り
」、
浮
世
絵
の
摺
師
平
井
孝
一
に
よ
っ
て
摺
ら
れ
た
作
品
を
「
平
井
摺
り
」
と
便
宜
上
、
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
ま
た
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
、
複
数
の
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
が
海
外
の
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
一
九
四
○
年
代
後
半
か
ら
五
○
年
代
に
か
け
て
来
日
し
た
欧
米
人
の
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
て
い
る
（
６
）
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
本
作
品
は
占
領
期
の
欧
米
人
コ
レ
ク
タ
ー
と
日
本
の
創
作
版
画
と
の
関
係
を
象
徴
的
に
示
す
一
作
品
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
一
章
《『
氷
島
』
の
著
者
・
萩
原
朔
太
郎
像
》
に
つ
い
て
恩
地
孝
四
郎
は
一
九
三
八
年
か
ら
四
九
年
ま
で
の
第
二
次
世
界
大
戦
を
挟
む
約
十
年
間
に
、
山
田
耕
筰
、
北
原
白
秋
、
萩
原
朔
太
郎
、
諏
訪
根
自
子
、
藤
懸
静
也
な
ど
を
モ
デ
ル
と
し
た
肖
像
版
画
を
十
五
点
制
作
し
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
恩
地
自
身
が
深
い
交
流
を
持
っ
た
文
学
者
や
音
楽
家
で
あ
る
が
、
中
で
も
一
般
に
広
く
知
ら
れ
、
恩
地
の
「
傑
作
の
一
つ
で
あ
り
、
彼
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
表
現
の
最
高
峰
に
あ
る
作
品
」（
７
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、《『
氷
島
』
の
著
者
・
萩
原
朔
太
郎
像
》
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
一
九
四
三
年
四
月
開
催
の
第
十
八
回
国
画
会
展
に
《
二
つ
の
追
想
像(
Ｂ)
氷
島
の
著
者
》
と
題
し
て
、
同
年
六
月
の
第
十
二
回
日
本
版
画
協
会
展
に
《
朔
太
郎
晩
年
像
》
と
改
題
し
て
出
品
さ
れ
た
。
前
年
に
朔
太
郎
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
題
名
に
「
追
想
像
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
朔
太
郎
没
後
に
恩
地
が
詩
人
の
風
貌
や
印
象
を
思
い
出
し
つ
つ
制
作
し
た
も
の
と
現
在
ま
で
記
述
さ
れ
て
き
た
し
、
筆
者
自
身
も
そ
の
論
を
踏
襲
し
、
朔
太
郎
没
後
に
制
作
さ
れ
た
作
品
と
し
て
論
じ
た
（
８
）
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
所
蔵
の
恩
地
作
品
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
ド
ソ
ン
旧
蔵
品
）
の
中
に
朔
太
郎
を
モ
デ
ル
と
し
て
描
い
た
デ
ッ
サ
ン
（
図
２
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
、
さ
ら
に
、
朔
太
郎
が
亡
く
な
る
直
前
ま
で
身
近
に
い
た
詩
人
牧
野
徑
太
郎
氏
が
、
恩
地
は
同
作
品
を
制
作
す
る
に
当
た
っ
て
朔
太
郎
生
前
に
デ
ッ
サ
ン
を
行
っ
た
と
証
言
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
肖
像
画
制
作
は
朔
太
郎
生
前
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
出
て
き
た
（
９
）
。
す
な
わ
ち
、
恩
地
の
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
は
3
朔
太
郎
生
前
に
デ
ッ
サ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
版
画
と
し
て
完
成
、
一
九
四
三
年
、
前
年
に
亡
く
な
っ
た
長
年
の
友
人
を
追
悼
す
る
意
味
で
国
画
会
展
に
出
品
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
恩
地
自
身
の
言
葉
に
よ
る
と
（
10
）
、
戦
前
に
摺
っ
た
朔
太
郎
像
は
わ
ず
か
二
部
し
か
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
で
は
恩
地
は
こ
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
、
い
か
な
る
意
図
を
も
っ
て
制
作
に
臨
ん
だ
の
か
。
朔
太
郎
と
の
交
流
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
検
討
は
既
に
別
稿
で
行
っ
て
い
る
の
で
（
11
）
、
本
稿
で
は
恩
地
の
朔
太
郎
に
関
す
る
文
章
を
参
照
し
つ
つ
、
彼
が
こ
の
作
品
に
込
め
た
思
い
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
は
、
恩
地
自
身
が
「
朔
太
郎
残
影
」
と
い
う
文
章
で
「
晩
年
の
彼
の
蒼
黒
い
印
銘
を
画
面
に
ま
と
め
た
も
の
」（
12
）
と
解
説
す
る
よ
う
に
、
晩
年
の
こ
ろ
の
朔
太
郎
の
風
貌
や
印
象
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
恩
地
が
朔
太
郎
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
印
象
が
決
し
て
明
る
い
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
作
品
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
「
非
定
と
肯
定
の
争
闘
、
絶
対
と
憧
憬
の
格
闘
と
に
、
蒼
浪
と
し
て
人
生
の
巷
を
歩
む
彼
の
悲
壮
な
晩
年
」（
13
）
を
描
こ
う
と
す
る
恩
地
の
制
作
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
顔
の
皺
が
極
端
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
詩
人
が
生
き
抜
い
て
き
た
時
の
重
さ
と
苦
悩
の
深
さ
を
物
語
る
た
め
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
日
本
中
が
戦
争
に
奔
走
し
て
い
る
最
中
に
自
己
の
芸
術
を
純
粋
に
追
求
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
と
孤
独
と
焦
燥
を
感
じ
て
い
た
朔
太
郎
の
虚
無
的
心
情
を
表
す
と
と
も
に
、
そ
れ
に
共
感
を
覚
え
て
い
た
恩
地
自
身
の
思
い
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
造
形
的
側
面
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
一
九
三
○
年
代
の
日
本
で
勃
興
し
た
新
興
写
真
運
動
の
影
響
を
受
け
た
肖
像
画
で
あ
る
。
一
九
三
○
年
代
半
ば
、
木
村
伊
兵
衛
は
日
本
工
房
主
宰
の
も
と
に
「
ラ
イ
カ
に
よ
る
文
芸
家
肖
像
写
真
展
」
を
開
催
、
渡
辺
義
雄
も
『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
誌
上
で
「
文
芸
家
肖
像
集
」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
相
次
ぐ
「
文
芸
家
肖
像
写
真
」
特
集
が
恩
地
の
肖
像
画
に
直
接
的
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
実
際
、
恩
地
も
自
ら
編
集
を
担
当
し
て
い
た
書
物
雑
誌
『
書
窓
』
誌
上
で
「
文
人
映
像
」「
画
人
映
像
」
と
題
す
る
文
芸
家
肖
像
写
真
特
集
を
四
回
に
わ
た
っ
て
組
ん
で
い
る
（
14
）
。
そ
の
モ
デ
ル
は
秋
田
雨
雀
、
武
者
小
路
実
篤
、
三
木
露
風
な
ど
恩
地
の
知
人
・
友
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
萩
原
朔
太
郎
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
恩
地
の
肖
像
版
画
の
制
作
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
特
集
が
終
わ
り
を
告
げ
た
直
後
一
九
三
八
年
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
肖
像
版
画
が
同
時
代
の
肖
像
写
真
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
間
4
違
い
な
い
。
特
に
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
は
『
書
窓
』
一
九
三
五
年
九
月
号
掲
載
の
写
真
（
図
３
）（
15
）
を
下
敷
き
に
版
を
起
こ
し
、
制
作
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
両
者
を
比
べ
る
と
、
横
向
き
の
顔
の
角
度
、
華
奢
で
端
正
な
顔
づ
く
り
の
中
に
深
く
刻
ま
れ
た
皺
、
毛
髪
の
薄
く
な
っ
た
額
の
生
え
際
な
ど
多
く
の
点
で
一
致
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
二
○
○
六
年
二
月
、
創
作
版
画
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
オ
リ
バ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
旧
蔵
資
料
を
調
査
し
た
際
（
現
在
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
図
書
館
所
蔵
）（
16
）
、
そ
の
中
に
萩
原
朔
太
郎
の
肖
像
写
真
の
紙
焼
き
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
（
図
４
）。
こ
の
写
真
は
明
ら
か
に
『
書
窓
』
掲
載
の
た
め
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
内
の
一
枚
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
も
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
が
こ
の
写
真
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
版
画
作
品
と
と
も
に
大
切
に
保
管
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
以
上
、
本
章
で
は
海
外
の
新
出
資
料
に
よ
っ
て
新
た
に
判
明
し
た
事
実
、
再
確
認
さ
れ
た
事
柄
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
占
領
期
日
本
に
来
た
欧
米
人
の
旧
蔵
資
料
の
中
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
作
家
が
保
管
し
て
い
る
は
ず
の
デ
ッ
サ
ン
や
写
真
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
、
彼
ら
が
い
か
に
こ
の
作
品
に
強
い
興
味
を
抱
い
て
い
た
か
の
証
左
と
も
い
え
よ
う
。
第
二
章
占
領
期
に
お
け
る
欧
米
人
コ
レ
ク
タ
ー
と
戦
後
の
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
第
一
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、《
萩
原
朔
太
郎
像
》
は
恩
地
が
二
つ
の
展
覧
会
用
に
戦
前
制
作
し
た
も
の
で
、
摺
り
部
数
も
二
部
と
い
う
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
。
戦
時
体
制
下
で
美
術
作
品
が
売
れ
る
よ
う
な
社
会
状
況
で
も
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
や
こ
の
よ
う
な
悲
痛
な
表
情
を
湛
え
た
肖
像
版
画
が
商
品
と
し
て
成
立
す
る
は
ず
も
な
く
、
あ
え
て
多
く
の
部
数
を
摺
り
増
し
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
肖
像
版
画
は
、
戦
後
一
九
四
○
年
代
後
半
か
ら
恩
地
没
後
の
一
九
五
五
年
ご
ろ
に
か
け
て
数
多
く
の
摺
り
増
し
が
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
自
摺
り
」、
「
関
野
摺
り
」、「
平
井
摺
り
」
の
三
種
が
あ
る
。
戦
後
、
こ
う
し
た
三
種
類
の
摺
り
に
よ
る
朔
太
郎
像
が
新
た
に
誕
生
し
た
の
は
、
日
本
に
駐
留
し
た
欧
米
人
の
間
で
特
に
こ
の
作
品
の
人
気
が
高
く
、
複
数
の
コ
レ
ク
タ
ー
が
購
入
を
希
望
し
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、《
萩
原
朔
太
郎
像
》
は
何
故
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
注
目
を
浴
び
、
蒐
集
の
対
象
と
な
っ
た
の
か
。
ま
ず
は
、
占
領
期
に
お
け
る
恩
地
版
画
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
言
及
し
た
上
で
、
戦
後
の
朔
太
郎
像
の
評
価
と
摺
り
増
し
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
5
（
１
）
欧
米
人
コ
レ
ク
タ
ー
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
、
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
周
知
の
ご
と
く
、
占
領
期
の
日
本
に
滞
在
し
、
日
本
美
術
品
を
買
い
集
め
た
欧
米
人
は
数
多
い
。
た
と
え
ば
、『
日
本
美
術
蒐
集
記
』
（
新
潮
社
一
九
九
三
年
）
の
著
作
で
知
ら
れ
る
ハ
リ
ー
・
パ
ッ
カ
ー
ド
の
よ
う
に
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
日
本
美
術
品
を
蒐
集
し
た
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
、
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ャ
ー
マ
ン
の
よ
う
に
藤
田
嗣
治
の
油
絵
を
中
心
に
集
め
た
コ
レ
ク
タ
ー
ま
で
様
々
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
戦
後
一
九
四
五
年
か
ら
恩
地
が
亡
く
な
る
五
五
年
ま
で
の
十
年
間
に
恩
地
と
交
渉
を
持
っ
た
、
あ
る
い
は
作
品
を
蒐
集
し
た
欧
米
人
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。（
お
よ
そ
来
日
順
に
記
載
）
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ャ
ー
マ
ンF
rank
E
dw
ard
Sherm
an
（
17
）
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ハ
ッ
カ
ーE
rnst
H
acker
（
18
）
、
ジ
ョ
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
Joh
n
D
.
S
h
eppard
、
ア
ロ
ン
ゾ
・
フ
リ
ー
マ
ンA
lonzo
M
.
F
reem
an
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
トW
illiam
C
.H
artnett
、
オ
リ
バ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ーO
liver
H
adley
Statler
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
ド
ソ
ンJam
es
C
alvert
H
udson
（
19
）
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ーJam
es
A
.M
ichener
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グH
ugo
M
unsterberg
（
20
）
、
エ
リ
ー
ズ
・
グ
リ
リE
lise
G
rilli
（
21
）
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
レ
ン
バ
ー
グ
夫
妻A
lbert
A
renberg
（
22
）
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
グ
ラ
ブ
ホ
ー
ンE
dw
in
G
rabhorn
（
23
）
。
こ
の
中
で
恩
地
の
朔
太
郎
像
に
注
目
し
、
創
作
版
画
の
収
集
と
そ
の
後
の
評
価
に
深
く
関
与
し
た
人
物
が
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
、
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
の
三
人
で
あ
る
。
三
人
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
判
明
し
て
い
る
事
柄
を
註
に
略
述
し
た
の
で
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
（
図
５
）
は
、
戦
後
の
最
も
早
い
時
期
、《
萩
原
朔
太
郎
像
》
に
注
目
し
た
人
物
で
あ
る
。
詳
し
い
経
歴
は
不
明
だ
が
、
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
美
術
会
会
員
で
（
24
）
、
一
九
四
六
年
ご
ろ
陸
軍
教
育
本
部
（
ア
ー
ミ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
）
に
配
属
さ
れ
て
来
日
、
一
九
四
九
年
ま
で
日
本
に
滞
在
し
た
（
25
）
。
陸
軍
教
育
本
部
と
は
ア
メ
リ
カ
兵
に
対
し
て
日
本
お
よ
び
日
本
人
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
設
置
し
た
機
関
で
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が
所
属
す
る
東
京
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
は
東
京
駅
か
ら
歩
い
て
数
ブ
ロ
ッ
ク
の
三
菱
仲
十
号
館
（
丸
の
内
二
‐
八
昭
和
二
○
年
九
月
接
収
、
同
二
四
年
四
月
接
収
解
除
）
に
あ
っ
た（
26
）
。
同
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
、
日
本
人
作
家
に
よ
る
美
術
展
覧
会
や
日
本
人
音
楽
家
に
よ
る
音
楽
会
の
企
画
を
立
て
る
の
が
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
仕
事
だ
っ
た
よ
う
だ
（
27
）
。
来
日
し
て
ま
も
な
く
恩
地
家
で
開
か
れ
て
い
る
版
画
研
究
会
「
一
6
木
会
」
の
存
在
を
知
っ
た
彼
は
（
28
）
、
恩
地
に
版
画
展
覧
会
の
企
画
を
申
し
入
れ
、
一
九
四
七
年
横
浜
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
陸
軍
教
育
本
部
で
創
作
版
画
の
小
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
一
月
に
は
、
浮
世
絵
研
究
の
第
一
人
者
藤
懸
静
也
の
協
力
を
得
て
、
自
身
が
収
集
し
た
日
本
の
現
代
版
画
三
○
○
点
の
中
か
ら
約
一
三
○
点
の
作
品
を
選
び
、「
現
代
日
本
版
画
展
」（
於
日
本
橋
三
越
本
店
一
月
二
二
日
〜
二
八
日
）
を
企
画
し
た
。
同
展
は
、
戦
前
ま
で
対
立
的
関
係
に
あ
っ
た
創
作
版
画
と
新
版
画
（
藤
懸
静
也
は
西
洋
版
画
系
・
浮
世
絵
版
画
系
と
い
う
呼
称
を
使
用
）
が
「
現
代
版
画
」
と
い
う
名
の
も
と
に
一
同
に
展
示
さ
れ
た
初
め
て
の
試
み
で
、
日
本
の
美
術
に
興
味
を
持
つ
欧
米
人
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
日
本
人
の
鑑
賞
者
に
と
っ
て
も
、
「
現
代
版
画
」
の
全
体
像
を
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。
西
洋
版
画
系
十
六
名
五
八
点
（
恩
地
孝
四
郎
、
平
塚
運
一
、
前
川
千
帆
な
ど
）、
浮
世
絵
版
画
系
十
一
名
六
七
点
（
橋
口
五
葉
、
川
瀬
巴
水
、
伊
東
深
水
な
ど
）、
計
一
二
三
点
の
版
画
作
品
が
展
示
さ
れ
、
そ
の
出
品
目
録
（
英
語
版
）
に
は
藤
懸
静
也
の
言
葉
が
掲
載
さ
れ
た
（
29
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
展
覧
会
か
ら
二
ヶ
月
後
の
『
美
之
国
』
に
は
、
同
展
出
品
作
の
中
か
ら
創
作
版
画
八
点
が
写
真
版
で
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
「
日
本
の
現
代
版
画
に
接
し
て
」、
藤
懸
静
也
「
現
代
版
画
に
就
い
て
│
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
氏
蒐
集
展
を
中
心
に
│
」、
恩
地
孝
四
郎
「『
氷
島
』
の
著
者
」
の
三
つ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
。
藤
懸
は
同
文
中
で
、
現
代
版
画
に
は
浮
世
絵
版
画
系
、
西
洋
版
画
系
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
の
双
方
が
合
わ
さ
っ
て
豊
か
な
日
本
現
代
版
画
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
藤
懸
の
言
葉
と
は
対
照
的
に
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
取
っ
た
立
場
は
以
下
の
文
章
に
窺
え
る
よ
う
に
、
完
全
に
創
作
版
画
（
西
洋
版
画
系
）
寄
り
の
も
の
だ
っ
た
。
「
既
に
発
展
性
を
失
つ
た
浮
世
絵
派
、
即
ち
浮
世
絵
が
作
ら
れ
た
よ
う
な
過
程
に
よ
つ
て
作
ら
れ
て
い
る
版
画
は
し
ば
ら
く
考
へ
の
外
に
置
く
と
し
て
、
こ
の
新
し
い
芸
術
版
画
で
あ
る
創
作
版
画
こ
そ
は
将
来
日
本
の
美
術
の
先
鋒
と
し
て
広
く
世
界
に
そ
の
名
を
馳
せ
る
こ
と
を
私
は
深
く
信
じ
て
い
る
。
且
て
、
浮
世
絵
に
瞠
目
し
た
世
界
は
再
び
こ
の
日
本
の
特
異
な
芸
術
に
驚
嘆
す
る
で
あ
ら
う
。
従
つ
て
自
ら
書
き
自
ら
彫
り
自
ら
刷
る
と
い
う
こ
れ
等
創
作
版
画
家
の
手
に
こ
そ
日
本
美
術
の
将
来
が
握
ら
れ
て
い
る
と
い
つ
て
も
敢
て
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。」（
30
）
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
は
同
文
に
続
け
て
、
将
来
、
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
7
ン
を
ア
メ
リ
カ
本
土
に
持
ち
帰
っ
て
展
覧
し
、
日
本
版
画
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
希
望
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
現
代
版
画
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
は
藤
懸
静
也
を
突
き
動
か
し
、
戦
前
一
九
三
八
年
に
藤
懸
が
海
外
向
け
に
執
筆
し
た
『
日
本
木
版
画Japanese
W
ood-B
lock
Prints
』（
国
際
観
光
協
会
）
を
改
訂
、「
現
代
版
画
」
の
紹
介
部
分
を
充
実
さ
せ
た
新
『
日
本
の
版
画Japanese
W
ood-B
lock
Prints
』
の
出
版
を
一
九
四
九
年
に
実
現
さ
せ
た
。
藤
懸
は
改
訂
版
の
「
著
者
覚
書
」
で
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
提
案
と
助
言
に
促
さ
れ
て
こ
の
本
の
書
き
直
し
を
決
断
し
た
こ
と
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
研
究
材
料
と
し
て
提
供
し
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
を
込
め
て
記
し
て
い
る
（
31
）
。
一
九
三
八
年
の
初
版
と
一
九
四
九
年
の
改
訂
版
を
比
較
す
る
と
、
八
頁
し
か
な
か
っ
た
「
明
治
以
降
の
版
画
」
の
記
述
が
七
二
頁
に
膨
れ
上
が
り
、
内
容
も
図
版
も
ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
図
版
の
多
く
に
は
「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
は
、
後
述
の
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
や
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
の
よ
う
に
自
ら
日
本
の
現
代
版
画
に
関
す
る
書
物
を
著
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
英
語
圏
で
日
本
現
代
版
画
を
紹
介
す
る
は
じ
め
て
の
書
籍
出
版
を
促
し
、
日
本
の
現
代
版
画
普
及
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
仕
事
に
触
発
さ
れ
て
日
本
版
画
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
な
り
、『
現
代
日
本
版
画
│
再
生
の
芸
術
』（
32
）
を
著
し
た
人
物
が
オ
リ
バ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
（
一
九
一
五_
二
○
○
二
）
で
あ
る
（
図
６
）。
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
経
歴
お
よ
び
活
動
に
つ
い
て
は
、
今
年
、
ハ
ワ
イ
大
学
図
書
館
が
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
公
開
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
詳
述
は
控
え
る
が
、
イ
リ
ノ
イ
州
ハ
ー
ト
レ
イ
に
生
ま
れ
た
彼
は
シ
カ
ゴ
大
学
卒
業
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
従
軍
、
終
戦
を
迎
え
て
ア
メ
リ
カ
本
国
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
一
九
四
七
年
初
め
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
経
理
将
校
と
し
て
来
日
、
こ
の
年
に
横
浜
陸
軍
教
育
本
部
で
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
創
作
版
画
の
小
展
覧
会
を
偶
然
見
て
、
日
本
版
画
コ
レ
ク
タ
ー
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
当
時
の
状
況
を
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。
「
日
本
に
来
て
２
、３
ヵ
月
た
っ
た
こ
ろ
、
横
浜
陸
軍
教
育
本
部
で
『
創
作
版
画
』
と
呼
ば
れ
る
現
代
版
画
の
小
展
覧
会
を
見
る
機
会
を
得
た
。（
中
略
）
そ
の
会
場
に
私
は
数
回
足
を
運
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
展
覧
会
を
主
催
し
た
人
物
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
を
探
し
あ
て
、
展
示
作
品
の
中
か
ら
、
５
、６
点
8
の
版
画
を
求
め
た
。
そ
の
中
に
、
恩
地
の
２
点
、
萩
原
朔
太
郎
の
肖
像
と
『
台
湾
孔
子
廟
門
』
と
が
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
あ
と
、
私
は
、
版
画
家
た
ち
に
紹
介
し
て
く
れ
と
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
に
し
つ
こ
く
せ
が
み
、
彼
を
ガ
イ
ド
兼
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
公
用
ジ
ー
プ
で
、
当
時
進
駐
軍
規
制
に
よ
り
立
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
た
個
人
宅
を
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
公
用
と
い
う
職
権
に
便
乗
し
て
訪
ね
あ
る
い
た
。」（
33
）
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
と
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
が
訪
ね
歩
い
た
版
画
家
の
中
で
も
と
り
わ
け
彼
ら
と
親
し
く
交
友
し
、
創
作
版
画
家
た
ち
の
窓
口
と
な
っ
た
の
が
、
当
時
、
版
画
界
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
恩
地
孝
四
郎
だ
っ
た
。
恩
地
家
に
は
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
か
ら
紹
介
さ
れ
た
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
が
し
ば
し
ば
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
が
別
の
版
画
愛
好
家
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
や
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
レ
ン
バ
ー
グ
夫
妻
を
案
内
す
る
と
い
う
構
図
が
出
来
上
が
っ
た
よ
う
だ
。ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が
一
九
四
九
年
に
帰
国
し
た
後
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
創
作
版
画
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
や
画
廊
、
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま
た
創
作
版
画
の
研
究
家
と
し
て
八
面
六
臂
の
活
躍
を
し
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
五
四
年
に
軍
属
を
離
れ
、
著
書
『
現
代
日
本
版
画
』
を
出
版
し
て
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
お
よ
び
日
本
で
も
日
本
版
画
の
専
門
家
と
み
な
さ
れ
、
様
々
な
仕
事
や
相
談
が
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
元
に
集
ま
る
（
第
三
章
で
詳
述
）。
な
お
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
一
九
五
八
年
に
シ
カ
ゴ
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
日
米
間
を
頻
繁
に
往
復
し
、『
日
本
の
宿
』
や
『
四
国
八
十
八
ヶ
所
』
な
ど
日
本
文
化
紹
介
の
著
作
を
上
梓
し
、
日
本
研
究
家
と
な
っ
た
。
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
に
導
か
れ
て
創
作
版
画
家
た
ち
と
の
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
（
一
九
○
七_
一
九
九
七
）（
図
７
）
は
、『
南
太
平
洋
』
で
ピ
ュ
ー
リ
ツ
ァ
ー
文
学
賞
も
受
け
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
人
気
の
高
い
小
説
家
の
一
人
で
あ
り
、
著
名
な
浮
世
絵
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
は
現
代
版
画
（
創
作
版
画
・
新
版
画
）
も
併
せ
て
蒐
集
し
た
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
一
九
五
四
年
に
出
版
し
た
浮
世
絵
に
関
す
る
著
作
『
ザ
・
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ル
ド
』（
34
）
の
最
終
章
で
は
「
今
日
の
日
本
版
画
」
と
題
し
て
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
に
先
駆
け
て
恩
地
孝
四
郎
と
平
塚
運
一
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
日
本
の
版
画
│
初
期
の
大
家
か
ら
現
代
ま
でJapanese
P
rints
—
F
rom
the
E
arly
M
asters
to
the
M
odern
』（
タ
ト
ル
社
一
九
五
九
年
）、『
現
代
日
本
版
画
│
鑑
賞
T
h
e
M
od
ern
Japan
ese
P
rin
t
—
A
n
9
A
ppreciation
』（
タ
ト
ル
社
一
九
六
二
年
）
で
は
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
と
連
携
を
取
り
つ
つ
現
代
版
画
の
領
域
へ
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
研
究
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
。
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
イ
ス
著
『
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ａ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
の
伝
記
』
に
詳
し
く
（
35
）
、
ま
た
浮
世
絵
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
ハ
ワ
ー
ド
・
リ
ン
ク
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ａ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
と
彼
の
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
36
）
の
論
考
が
あ
る
。
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
よ
る
と
彼
が
初
め
て
日
本
に
来
た
の
は
一
九
五
二
年
、
日
本
の
占
領
が
解
除
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
少
年
時
代
か
ら
東
洋
へ
の
憧
憬
を
持
ち
続
け
て
い
た
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
は
、
取
材
旅
行
で
こ
の
年
、
約
半
年
間
ア
ジ
ア
を
巡
り
、
そ
の
旅
行
途
中
に
日
本
を
訪
れ
た
。
そ
の
後
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
と
出
会
い
、
と
も
に
版
画
家
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
し
つ
つ
交
流
を
深
め
、『
ザ
・
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ル
ド
』
出
版
に
至
っ
た
。
彼
が
蒐
集
し
た
版
画
は
現
在
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
同
館
の
重
要
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い
る
。
（
２
）
戦
後
の
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
に
つ
い
て
前
述
し
た
よ
う
な
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
積
極
的
な
活
動
の
中
で
、
戦
前
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
ま
ま
ア
ト
リ
エ
に
埋
も
れ
て
い
た
恩
地
孝
四
郎
の
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
は
再
生
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
、
こ
の
作
品
は
一
九
四
七
年
の
横
浜
で
の
創
作
版
画
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
後
、
翌
年
の
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
所
蔵
日
本
現
代
版
画
展
に
お
い
て
欧
米
人
お
よ
び
日
本
人
観
衆
の
注
目
を
浴
び
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
同
展
出
品
目
録
の
表
紙
に
は
カ
ラ
ー
印
刷
さ
れ
た
朔
太
郎
像
が
大
き
く
使
用
さ
れ
（
図
８
）、『
美
之
国
』
に
は
恩
地
の
「『
氷
島
』
の
著
者
」
と
題
す
る
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
九
年
に
出
版
さ
れ
た
藤
懸
静
也
『
日
本
の
版
画
』
に
も
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
所
蔵
の
朔
太
郎
像
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
戦
前
に
制
作
さ
れ
た
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
は
創
作
版
画
の
代
表
作
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
実
作
品
と
印
刷
物
を
通
し
て
多
く
の
観
衆
の
眼
に
触
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
朔
太
郎
像
の
購
入
を
求
め
る
欧
米
人
が
急
増
し
た
一
因
も
こ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
決
し
て
美
し
い
と
は
言
え
な
い
恩
地
の
朔
太
郎
像
が
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
た
ち
を
惹
き
つ
け
た
の
は
、
い
っ
た
い
何
故
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
こ
の
作
品
に
魅
せ
ら
れ
た
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
が
語
る
よ
う
に
（
37
）
、
お
土
産
物
と
し
て
の
浮
世
絵
版
画
に
食
傷
気
味
で
あ
っ
た
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
の
目
に
創
作
版
画
が
新
鮮
に
映
っ
た
と
い
う
こ
と
、
中
で
も
と
り
わ
け
、
第
一
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
戦
時
体
制
の
中
で
自
己
の
芸
術
追
求
の
た
め
10
に
闘
争
、
格
闘
す
る
朔
太
郎
の
陰
鬱
な
表
情
を
木
版
で
表
現
し
た
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
に
は
、
鬼
気
迫
る
迫
力
が
あ
り
、
強
烈
な
印
象
を
観
る
者
に
与
え
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
写
真
を
参
照
し
て
い
た
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
人
が
親
し
ん
で
い
た
浮
世
絵
版
画
の
役
者
絵
や
美
人
画
に
は
見
ら
れ
な
い
個
性
的
な
人
物
表
現
に
よ
る
肖
像
画
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
朔
太
郎
像
の
愛
好
者
が
増
え
よ
う
と
も
、
こ
の
作
品
は
前
述
し
た
よ
う
に
一
九
四
八
年
初
頭
の
時
点
で
二
点
し
か
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
生
じ
た
の
が
摺
り
増
し
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
が
『
ザ
・
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ル
ド
』
で
報
告
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
な
経
過
で
朔
太
郎
像
の
摺
り
増
し
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
１．
戦
後
、
占
領
軍
の
ア
メ
リ
カ
人
〔
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
〕
に
求
め
ら
れ
て
、
恩
地
は
十
部
摺
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
四
部
は
失
敗
、
結
局
六
部
の
自
摺
り
作
品
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
人
に
買
わ
れ
た
。
２．
〔
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
は
〕
さ
ら
に
数
多
く
の
朔
太
郎
像
を
求
め
、
恩
地
に
摺
り
増
し
を
懇
願
し
た
が
、
恩
地
は
そ
れ
を
断
っ
た
。
よ
っ
て
、
版
木
を
別
の
版
画
家
〔
関
野
凖
一
郎
〕
の
ア
ト
リ
エ
に
持
っ
て
行
き
、
摺
り
増
し
を
依
頼
、
二
十
部
の
作
品
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
も
高
い
値
段
で
す
ぐ
に
売
れ
た
。
（
括
弧
内
は
執
筆
者
）
恩
地
生
存
中
に
、
作
家
本
人
か
ら
直
接
聴
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
執
筆
さ
れ
た
こ
の
内
容
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
戦
後
六
部
の
「
自
摺
り
」、
二
十
部
の
「
関
野
摺
り
」
が
制
作
さ
れ
、
そ
の
す
べ
て
が
売
却
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
が
後
に
回
顧
す
る
よ
う
に
、
恩
地
が
摺
り
増
し
を
途
中
で
固
辞
し
た
の
は
、
す
で
に
完
結
し
た
古
い
作
品
を
摺
り
増
し
す
る
よ
り
も
、
新
た
な
作
品
制
作
に
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
た
め
関
野
に
版
木
と
色
見
本
を
渡
し
（
図
９
、
図
10
）、「
関
野
摺
り
」
の
作
成
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
「
恩
地
の
手
に
よ
る
摺
り
に
は
詩
が
高
鳴
り
の
よ
う
に
ひ
び
い
て
い
る
。
関
野
摺
り
は
散
文
で
あ
る
。」（
38
）
と
そ
の
相
違
を
表
現
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
恩
地
の
監
督
下
に
制
作
さ
れ
た
「
関
野
摺
り
」
は
、「
自
摺
り
」
と
見
ま
が
う
ほ
ど
の
出
来
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
そ
の
区
別
は
非
常
に
難
し
い
。
一
九
五
四
年
に
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
が
『
ザ
・
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ル
ド
』
に
お
い
て
朔
太
郎
像
（
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
所
蔵
品
）
を
掲
載
し
、
作
品
の
制
作
過
程
お
よ
び
作
者
の
制
作
意
図
に
つ
い
て
詳
し
い
解
説
を
加
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
一
九
五
六
年
に
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
が
11
『
現
代
日
本
版
画
』
で
恩
地
の
代
表
作
と
し
て
図
版
掲
載
し
た
こ
と
な
ど
も
加
わ
っ
て
、
こ
の
作
品
は
さ
ら
な
る
人
気
を
呼
ぶ
と
同
時
に
、
創
作
版
画
を
代
表
す
る
傑
作
と
し
て
一
層
、
重
要
な
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
恩
地
没
後
、
欧
米
人
向
け
の
文
化
情
報
誌
『A
rt
A
round
T
ow
n
』
一
九
五
五
年
七
月
号
の
恩
地
追
悼
号
表
紙
に
朔
太
郎
像
の
図
版
が
使
用
さ
れ
（
図
11
）、
ま
た
同
年
、
遺
族
に
よ
っ
て
頒
布
用
の
メ
モ
リ
ア
ル
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
し
て
浮
世
絵
の
摺
り
師
平
井
孝
一
に
よ
る
「
平
井
摺
り
」（
摺
り
部
数
不
明
）
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
も
窺
え
る
。「
平
井
摺
り
」
は
各
版
に
当
て
紙
を
作
っ
て
整
然
と
色
面
を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
浮
世
絵
的
な
き
れ
い
な
仕
上
が
り
と
な
り
、「
自
摺
り
」
と
は
か
け
離
れ
た
作
品
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
現
在
、
海
外
の
美
術
館
に
複
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
、
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
が
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
に
与
え
た
高
い
評
価
が
、
恩
地
没
後
の
現
象
に
も
確
実
に
反
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
欧
米
人
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
が
当
時
下
し
た
評
価
は
、
約
半
世
紀
を
経
た
現
在
、《
萩
原
朔
太
郎
像
》
を
恩
地
の
傑
作
と
位
置
づ
け
る
国
内
外
の
評
価
に
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
章
戦
後
日
本
版
画
の
海
外
紹
介
と
国
際
的
評
価
に
つ
い
て
第
二
章
で
は
恩
地
孝
四
郎
の
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
を
取
り
上
げ
、
コ
レ
ク
タ
ー
と
の
関
係
を
考
察
し
た
が
、
彼
ら
が
蒐
集
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
恩
地
作
品
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
日
の
目
を
見
ず
、
自
宅
に
埋
も
れ
て
い
た
創
作
版
画
家
た
ち
の
戦
前
の
作
品
、
戦
後
の
新
作
が
次
々
と
発
掘
さ
れ
、
ま
と
め
て
購
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
様
子
を
関
野
凖
一
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
天
井
戸
棚
の
埃
の
層
の
下
で
眠
っ
て
い
た
二
十
号
三
十
号
の
展
覧
会
用
大
作
版
画
が
一
ま
と
め
、
め
く
り
一
山
に
し
て
、
米
人
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
に
二
千
円
位
で
買
わ
れ
だ
し
た
の
で
、
天
井
の
棚
の
隅
々
か
ら
完
成
、
未
完
成
の
版
画
を
さ
が
し
出
し
て
、
棚
の
掃
除
を
始
め
た
。」（
39
）
戦
前
か
ら
高
い
評
価
も
受
け
ず
、
ま
し
て
や
売
れ
る
こ
と
な
ど
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
展
覧
会
用
の
大
型
作
品
が
突
然
、
商
品
と
し
て
流
通
し
始
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
版
画
家
た
ち
に
と
っ
て
天
の
恩
寵
と
も
思
え
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
欧
米
人
の
間
で
起
こ
っ
た
版
画
収
集
熱
は
、
単
に
版
画
家
た
ち
の
生
活
を
経
済
的
に
潤
わ
せ
た
ば
12
か
り
で
な
く
、
彼
等
の
作
品
に
対
す
る
国
内
外
の
評
価
を
も
変
化
さ
せ
た
。
占
領
期
に
日
本
で
創
作
版
画
の
収
集
を
行
っ
た
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
の
活
動
が
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
後
の
日
本
版
画
の
普
及
や
評
価
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
か
、
本
章
で
は
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
図
書
館
所
蔵
の
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
資
料
、
一
九
五
○
年
代
半
ば
か
ら
六
○
年
代
に
か
け
て
国
内
外
で
開
催
さ
れ
た
現
代
日
本
版
画
展
の
展
覧
会
目
録
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
論
じ
た
い
。
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
は
「
現
代
の
美
術
版
画
の
数
々
を
、
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
帰
つ
て
人
々
の
批
判
に
供
す
る
日
を
多
大
の
興
味
を
持
つ
て
期
待
し
て
い
る
」（
40
）
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
、
一
九
四
九
年
に
帰
国
し
た
。
し
か
し
帰
米
後
、
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
あ
ち
こ
ち
に
散
逸
し
て
し
ま
い
、
ま
と
ま
っ
て
展
覧
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
（
41
）
。
唯
一
、
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
一
九
五
八
年
九
月
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
現
代
日
本
版
画
展
に
グ
ラ
ブ
ホ
ー
ン
の
所
蔵
品
と
一
緒
に
並
べ
ら
れ
た
こ
と
だ
け
で
あ
る（
42
）
。
そ
の
意
味
で
は
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が
直
接
的
に
ア
メ
リ
カ
本
土
で
果
た
し
た
役
割
は
小
さ
い
。
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
以
上
に
現
代
版
画
の
普
及
と
評
価
の
向
上
と
い
う
点
で
貢
献
し
た
の
は
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
だ
っ
た
。
彼
は
展
覧
会
協
力
、
執
筆
活
動
、
美
術
館
や
画
廊
、
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
へ
の
作
品
紹
介
や
助
言
な
ど
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
日
本
の
現
代
版
画
を
ア
メ
リ
カ
に
広
め
る
役
割
を
果
た
し
た
。
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
シ
カ
ゴ
美
術
館
と
の
関
係
で
あ
る
。
イ
リ
ノ
イ
州
で
育
ち
、
シ
カ
ゴ
大
学
を
卒
業
し
た
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
に
と
っ
て
、
一
九
七
七
年
ホ
ノ
ル
ル
に
移
住
す
る
ま
で
シ
カ
ゴ
は
活
動
の
拠
点
だ
っ
た
。
特
に
シ
カ
ゴ
美
術
館
と
の
結
び
つ
き
は
強
く
、
た
と
え
ば
、
一
九
五
○
年
代
初
頭
か
ら
七
○
年
代
ま
で
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
シ
カ
ゴ
美
術
館
に
お
け
る
創
作
版
画
購
入
の
仲
介
を
行
う
一
方
、
一
九
五
三
年
か
ら
は
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
寄
贈
し
、
同
館
の
創
作
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
に
努
め
て
い
る
（
43
）
。
一
九
五
○
年
代
当
時
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
と
も
連
携
を
図
り
、
同
美
術
館
の
展
覧
会
活
動
に
も
関
与
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
か
ら
シ
カ
ゴ
美
術
館
で
数
度
に
わ
た
っ
て
日
本
現
代
版
画
展
が
開
催
さ
れ
（
五
二
年
、
五
三
年
、
五
七
年
）、
一
九
六
○
年
に
大
々
的
な
「
日
本
現
代
版
画
展
│
創
作
版
画
展
」（
図
12
）
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
と
シ
カ
ゴ
美
術
館
と
の
緊
密
な
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
44
）
。
な
お
同
館
ば
か
り
で
な
く
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
で
も
一
九
五
六
年
春
に
「
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
が
行
わ
れ
て
い
る
（
図
13
）。
ま
た
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
ロ
バ
ー
ト
・
ペ
イ
ン
や
13
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
美
術
館
東
洋
美
術
部
門
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ワ
ヤ
マ
と
の
情
報
交
換
を
窺
わ
せ
る
新
聞
記
事
や
書
簡
が
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
資
料
の
中
に
残
さ
れ
て
お
り
（
45
）
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
が
シ
カ
ゴ
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
各
地
の
美
術
館
と
つ
な
が
っ
て
、
日
本
の
現
代
版
画
展
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
蒐
集
に
関
わ
っ
て
い
た
姿
が
浮
か
ぶ
。
と
り
わ
け
、『
現
代
日
本
版
画
』
出
版
の
影
響
は
大
き
く
、
同
書
は
創
作
版
画
の
存
在
を
知
ら
せ
る
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、
新
た
な
創
作
版
画
愛
好
家
の
開
拓
に
貢
献
し
た
。
た
と
え
ば
、
こ
の
本
の
影
響
で
、
シ
カ
ゴ
に
あ
る
ク
ロ
ッ
ホ
書
店
や
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
日
本
の
現
代
版
画
に
関
係
す
る
特
別
な
展
示
や
販
売
が
行
わ
れ
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
も
と
に
は
『
現
代
日
本
版
画
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
家
、
作
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
書
を
読
ん
だ
ア
メ
リ
カ
人
が
「
紹
介
さ
れ
て
い
る
木
版
画
家
の
工
房
に
殺
到
し
た
」（
46
）
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
反
響
が
美
術
愛
好
家
の
中
で
い
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
窺
え
よ
う
。
特
に
、
同
書
の
巻
頭
に
縮
小
版
（
木
版
刷
り
）
で
挿
入
さ
れ
た
恩
地
孝
四
郎
の
《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
印
象
（
諏
訪
根
自
子
像
）》（
図
14
）
の
人
気
は
高
く
、
こ
の
作
品
も
朔
太
郎
像
と
同
じ
く
、
恩
地
没
後
の
一
九
五
五
年
に
「
平
井
摺
り
」
が
作
成
さ
れ
、
海
外
コ
レ
ク
タ
ー
の
手
に
渡
っ
て
い
っ
た
。
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
『
現
代
日
本
版
画
』
出
版
以
後
、
日
本
国
内
で
も
創
作
版
画
の
専
門
家
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
五
六
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ
版
画
展
（
当
時
はC
ollege
W
om
en’s
C
lub
ofTokyo
）
の
立
ち
上
げ
に
も
協
力
し
（
47
）
、
新
聞
や
美
術
雑
誌
に
も
登
場
し
て
、
創
作
版
画
の
賞
揚
に
努
め
た
（
48
）
。
な
お
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
と
二
人
三
脚
、
創
作
版
画
の
普
及
に
努
め
た
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
の
も
と
に
も
、
一
九
五
九
年
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
開
催
予
定
の
日
本
版
画
展
な
ど
、
展
覧
会
へ
の
出
品
依
頼
と
と
も
に
版
画
展
に
関
す
る
助
言
を
仰
ぐ
手
紙
な
ど
が
届
い
て
い
た
が
（
49
）
、
本
来
小
説
家
で
あ
る
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
は
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
ほ
ど
日
本
の
作
家
や
画
廊
と
緊
密
な
連
絡
を
取
り
、
創
作
版
画
の
流
通
に
深
く
関
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
『
日
本
の
版
画
│
初
期
の
大
家
か
ら
現
代
ま
で
』、『
現
代
日
本
版
画
│
鑑
賞
』
な
ど
、
引
き
続
き
執
筆
活
動
を
展
開
し
て
、
日
本
現
代
版
画
の
知
名
度
を
上
げ
る
の
に
果
た
し
た
役
割
の
方
が
大
き
い
。
日
本
の
現
代
版
画
の
普
及
と
国
際
的
評
価
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
人
気
作
家
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
が
日
本
現
代
版
画
に
関
す
る
書
籍
を
出
版
し
た
、
そ
の
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
き
な
影
響
力
を
齎
し
て
い
た
か
。
日
本
の
版
画
家
に
と
っ
て
、
偶
然
と
は
い
え
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
と
い
う
コ
レ
ク
タ
ー
を
得
た
こ
と
は
14
幸
運
こ
の
上
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
占
領
期
に
滞
日
し
た
欧
米
人
コ
レ
ク
タ
ー
を
通
し
て
一
九
五
○
年
代
か
ら
六
○
年
代
に
か
け
て
、
海
外
で
の
創
作
版
画
蒐
集
熱
、
海
外
で
開
催
さ
れ
る
日
本
版
画
展
の
頻
度
は
高
ま
り
、
現
代
版
画
と
り
わ
け
創
作
版
画
は
国
際
的
評
価
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
日
本
の
美
術
関
係
者
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
一
九
五
二
年
に
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
現
代
創
作
版
画
六
人
展
」
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
た
挨
拶
文
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
こ
の
文
章
に
は
、
当
時
、
日
本
の
美
術
関
係
者
が
感
じ
て
い
た
危
機
感
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
浮
世
絵
版
画
の
芸
術
的
価
値
が
日
本
人
の
間
で
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
つ
た
明
治
時
代
に
、
そ
の
真
価
を
発
見
し
た
の
は
欧
米
人
で
し
た
。（
中
略
）
現
代
日
本
の
創
作
版
画
の
鑑
賞
に
於
て
も
、
ま
た
し
て
も
外
国
人
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
そ
う
な
有
様
で
す
。
日
本
の
極
く
一
部
の
好
事
家
に
の
み
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
創
作
版
画
は
、
在
留
の
欧
米
人
に
盛
ん
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
他
の
日
本
画
、
油
絵
に
先
ん
じ
て
海
外
に
も
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
去
年
の
秋
に
は
シ
カ
ゴ
の
美
術
館
で
現
代
日
本
の
創
作
版
画
展
が
あ
り
ま
し
た
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
で
も
あ
り
ま
し
た
。」（
50
）
「
現
代
創
作
版
画
六
人
展
」
の
企
画
そ
の
も
の
は
、
前
年
に
斎
藤
清
、
駒
井
哲
郎
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
、
こ
の
年
に
棟
方
志
功
、
駒
井
哲
郎
が
ル
ガ
ノ
国
際
版
画
展
で
受
賞
と
、
日
本
の
現
代
版
画
の
国
際
展
で
の
受
賞
が
続
き
、
国
内
で
も
「
現
代
創
作
版
画
の
真
価
」
を
一
般
に
認
識
さ
せ
る
必
要
性
が
出
て
き
た
か
ら
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
な
ど
「
在
留
の
欧
米
人
」
に
創
作
版
画
が
盛
ん
に
蒐
集
さ
れ
、
国
外
で
日
本
の
現
代
版
画
展
が
先
行
す
る
と
い
う
状
況
が
広
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
見
通
せ
る
の
は
、
十
九
世
紀
末
に
浮
世
絵
が
西
欧
に
渡
っ
て
ま
ず
西
欧
人
に
そ
の
芸
術
が
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
国
内
で
の
浮
世
絵
評
価
を
高
め
た
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
創
作
版
画
に
も
同
じ
構
図
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
創
作
版
画
は
戦
後
、
欧
米
人
に
よ
る
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
舞
台
へ
進
出
す
る
と
同
時
に
、
国
内
的
評
価
も
獲
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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註１
「
日
本
の
版
画
蠱1921_
1930
」
展
（
千
葉
市
美
術
館
二
○
○
一
年
九
月
）、「
日
本
の
版
画
蠶
1931_
1940
」
展
（
千
葉
市
美
術
館
二
○
○
四
年
八
月
）
な
ど
。
２
拙
稿
「
創
作
版
画
の
海
外
進
出
│
一
九
三
○
年
代
の
日
本
現
代
版
画
展
覧
会
」「
日
本
の
版
画
蠶1931_
1940
」
展
カ
タ
ロ
グ
二
三_
三
○
頁
、「
一
九
三
○
年
代
創
作
版
画
の
危
機
│
伝
統
お
わ
り
に
以
上
、
恩
地
孝
四
郎
の
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
を
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
占
領
期
に
日
本
に
駐
留
し
、
創
作
版
画
の
蒐
集
に
関
わ
っ
た
欧
米
人
コ
レ
ク
タ
ー
が
日
本
の
版
画
の
普
及
と
評
価
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
を
論
じ
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
で
き
た
の
は
そ
の
一
端
で
し
か
な
い
が
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
、
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
彼
ら
が
単
な
る
愛
好
家
の
範
囲
を
超
え
て
、
作
品
制
作
に
関
わ
る
資
料
収
集
や
調
査
を
行
い
、
日
本
版
画
に
関
す
る
書
籍
出
版
に
も
関
わ
る
と
い
う
研
究
者
的
側
面
を
備
え
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
創
作
版
画
の
国
際
的
評
価
に
与
え
る
影
響
も
一
段
と
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
紹
介
し
た
版
画
家
が
恩
地
孝
四
郎
、
平
塚
運
一
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
そ
こ
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
作
家
に
光
が
当
た
ら
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
こ
と
は
念
頭
に
置
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
が
『
現
代
日
本
版
画
』
の
中
で
造
型
版
画
協
会
の
中
心
作
家
小
野
忠
重
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
が
疑
問
を
呈
し
て
い
た
よ
う
に
（
51
）
。
今
後
こ
の
よ
う
な
問
題
も
含
め
、
欧
米
人
コ
レ
ク
タ
ー
や
作
家
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
稿
で
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
一
九
五
○
年
代
に
お
け
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
や
ル
ガ
ノ
国
際
版
画
展
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
な
ど
国
際
展
で
の
日
本
人
の
受
賞
と
そ
の
国
際
的
評
価
の
問
題
、
一
九
五
七
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
東
京
国
際
版
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
の
関
連
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
調
査
を
重
ね
、
別
の
機
会
に
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。
16
版
画
と
の
対
立
の
な
か
で
」『
ク
ラ
シ
ッ
ク
モ
ダ
ン
一
九
三
○
年
代
日
本
の
芸
術
』
せ
り
か
書
房
二
○
○
四
年
。
３
Law
rence
Sm
ith,Japanese
Prints
D
uring
the
A
llied
O
ccupa-
tion
1945–1952,exh.cat.,B
ritish
M
useum
,London,2002.
４
A
licia
Volk,“Japanese
Prints
G
o
G
robal:S
-osaku
H
anga
in
an
International
C
ontext,”
M
ade
in
Japan:
T
he
Postw
ar
C
reative
PrintM
ovem
ent,exh.cat.,M
ilw
aukee
A
rtM
useum
,
2005.
５
H
anga:
Japanese
C
reative
Prints,
exh.cat.,A
rt
G
allery
of
N
ew
South
W
ales,Sydney,2000.
６
現
在
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
７
藤
井
久
栄
編
『
近
代
の
美
術
35
恩
地
孝
四
郎
と
「
月
映
」』
（
至
文
堂
一
九
七
六
年
七
月
）
五
八
頁
。
８
拙
稿
「〝
心
象
〞
と
し
て
の
肖
像
画
│
《『
氷
島
』
の
著
者
・
萩
原
朔
太
郎
像
》」『
日
本
の
近
代
美
術
12
近
代
の
版
画
』（
大
月
書
店
一
九
九
四
年
）
八
一
頁
。
９
図
２
の
デ
ッ
サ
ン
は
現
在
、“PoetH
agiw
ara”
と
い
う
作
品
名
で
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。（
一
九
七
六
年
九
月
二
一
日
に
開
か
れ
た
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
収
集
委
員
会
の
購
入
予
定
作
品
│
ハ
ド
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
│
一
覧
で
も“Poet
H
agiw
ara”
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。）
な
お
、
朔
太
郎
が
亡
く
な
る
直
前
ま
で
身
近
に
い
た
詩
人
牧
野
徑
太
郎
氏
が
所
蔵
す
る
《
萩
原
朔
太
郎
像
》
を
前
橋
文
学
館
に
寄
贈
す
る
に
当
た
っ
て
、
同
作
品
は
恩
地
が
朔
太
郎
生
前
に
デ
ッ
サ
ン
を
行
い
制
作
し
た
も
の
で
、
牧
野
氏
が
恩
地
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
と
証
言
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品
は
朔
太
郎
没
後
で
は
な
く
生
前
に
完
成
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
前
橋
文
学
館
館
長
瀬
下
和
通
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。
10
「『
氷
島
』
の
著
者
」『
美
之
国
』
一
九
四
八
年
三
月
号
一
三
頁
。
11
拙
稿
「〝
心
象
〞
と
し
て
の
肖
像
画
│
《『
氷
島
』
の
著
者
・
萩
原
朔
太
郎
像
》」（
前
出
）
八
一_
九
○
頁
。
12
「
朔
太
郎
残
影
」『
現
代
日
本
文
学
全
集
月
報
』
一
五
号
（
筑
摩
書
房
一
九
五
四
年
七
月
）
六
頁
。
13
「『
氷
島
』
の
著
者
」（
前
出
）
一
三
頁
。
14
「
文
人
映
像
」『
書
窓
』
一
九
三
五
年
六
月
号
、「
文
人
映
像
二
」
『
書
窓
』
一
九
三
五
年
九
月
号
、「
画
人
映
像
」『
書
窓
』
一
九
三
五
年
十
月
号
、「
文
人
映
像
（
三
）」『
書
窓
』
一
九
三
七
年
十
月
号
。
17
15
こ
の
写
真
は
ロ
シ
ア
帰
り
の
写
真
家
野
村
直
太
郎
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
恩
地
は
こ
れ
を
萩
原
の
「
内
奥
」
を
映
し
出
し
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
萩
原
自
身
は
こ
の
写
真
を
「
爬
虫
類
み
た
い
で
気
味
が
悪
い
」
と
受
け
取
り
、
修
正
を
希
望
し
て
い
た
。（
恩
地
孝
四
郎
「
顔
」『
四
季
』
一
九
四
二
年
九
月
号
四
六
頁
、「
眼
」『
萩
原
朔
太
郎
全
集
』
七
号
創
元
社
一
九
五
一
年
九
月
頃
二
頁
）
16
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
図
書
館
に
は
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
と
版
画
家
と
の
往
復
書
簡
や
写
真
な
ど
貴
重
な
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
大
学
所
蔵
「
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
はhttp://w
w
w
.haw
aii.edu/asiaref/japan/
special/statler/indexhtm
参
照
の
こ
と
。
17
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ャ
ー
マ
ン
（
一
九
一
七_
九
一
）
は
一
九
四
五
年
十
一
月
に
進
駐
軍
の
民
政
官
と
し
て
着
任
、
日
本
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
雑
誌
な
ど
を
再
編
集
す
る
仕
事
な
ど
を
し
た
。
一
時
は
凸
版
印
刷
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て
い
た
。
恩
地
と
の
交
流
を
示
す
葉
書
や
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
18
エ
ル
ン
ス
ト
・
ハ
ッ
カ
ー
（
一
九
一
七_
一
九
八
七
）
は
一
九
四
六
年
初
頭
、
日
本
に
進
駐
軍
と
し
て
来
日
、
ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
劇
場
で
ポ
ス
タ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
手
が
け
た
。
シ
ェ
パ
ー
ド
、
フ
リ
ー
マ
ン
と
と
も
に
恩
地
家
で
開
か
れ
て
い
た
「
一
木
会
」
に
参
加
、
木
版
画
の
制
作
を
行
っ
た
。
19
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
ド
ソ
ン
は
一
九
四
○
年
代
後
半
、
日
本
に
来
た
宣
教
師
で
、
日
本
で
開
か
れ
て
い
た
版
画
展
覧
会
で
恩
地
を
見
た
が
声
を
か
け
ず
、
恩
地
の
作
品
を
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
か
誰
か
を
通
し
て
購
入
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
九
七
六
年
ご
ろ
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
が
ハ
ド
ソ
ン
の
恩
地
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
。
20
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
（
一
九
一
六_
九
五
）
は
一
九
五
二
年
か
ら
五
六
年
ま
で
日
本
に
滞
在
、
日
本
美
術
の
研
究
者
で
こ
の
間
、
国
際
基
督
教
大
学
で
教
授
を
務
め
た
。
恩
地
孝
四
郎
の
長
女
三
保
子
は
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
て
お
り
、
彼
女
を
通
じ
て
恩
地
と
知
り
合
っ
た
。
21
エ
リ
ー
ズ
・
グ
リ
リ
は
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ス
の
美
術
批
評
家
。
詳
し
い
経
歴
は
わ
か
ら
な
い
が
、
関
野
凖
一
郎
は
版
画
の
収
集
、
普
及
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
「
グ
リ
リ
夫
人
」
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
22
ア
ル
バ
ー
ト
・
リ
ー
・
ア
レ
ン
バ
ー
グ
（
一
八
九
一_
一
九
六
九
）
と
そ
の
妻
ク
レ
ア
は
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
に
案
内
さ
れ
て
一
九
五
五
年
三
月
一
四
日
に
恩
地
を
訪
問
、
一
六
点
の
版
画
を
購
入
。
18
現
在
は
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
。
23
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
グ
ラ
ブ
ホ
ー
ン
（
一
八
八
九_
一
九
六
八
）
は
浮
世
絵
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
恩
地
、
棟
方
、
斎
藤
清
の
版
画
な
ど
現
代
版
画
の
蒐
集
も
行
っ
て
い
た
。
24
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
「
日
本
の
現
代
版
画
に
接
し
て
」『
美
之
国
』
一
九
四
八
年
三
月
号
六
頁
。
25
O
liver
Statler
“Introduction,”
K
oshiro
O
nchi:A
R
etrospective,
exh.cat.,H
onolulu
A
cadem
y
of
A
rts,M
arch
1
to
M
arch
27,
1977.
K
oshiro
O
nchi
1891–1955,
exh.cat.,
A
chenbach
Foundation
for
G
raphic
A
rts,San
Francisco,July
11
to
Septem
ber
20,1964.
26
福
島
鉄
郎
編
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
組
織
と
人
事
（
一
九
四
六
年
九
月
現
在
）』（
巌
南
堂
書
店
一
九
八
四
年
）
一
一
八
頁
、
福
島
鉄
郎
編
著
『
Ｇ．
Ｈ．
Ｑ．
東
京
占
領
地
図
』（
雄
松
堂
出
版
一
九
八
七
年
）
四
四
頁
参
照
。
27
一
九
四
七
年
に
開
催
さ
れ
た
諏
訪
根
自
子
の
演
奏
会
も
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
企
画
で
、
恩
地
も
招
待
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
諏
訪
根
自
子
の
印
象
を
木
版
画
作
品
に
し
た
の
が
《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
印
象
》（
一
九
四
七
年
）
で
あ
る
。
28
関
野
凖
一
郎
に
よ
る
と
「
恩
地
孝
四
郎
の
長
女
の
三
保
子
さ
ん
が
英
語
堪
能
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
務
め
、
同
じ
職
場
の
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
と
知
り
合
っ
た
」（『
版
画
を
築
い
た
人
々
』
一
八
九
頁
）
29
D
r.S.Fujikake
“notes,”
M
odern
Print
E
xibition,
exh.cat.,
M
itsukoshiN
ihonbashi,22–28
January
1948.
30
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
「
日
本
の
現
代
版
画
に
接
し
て
」（
前
出
）
六
頁
。
31
Sizuya
F
ujikake
“A
uthor’s
N
ote,”
Japanese
W
ood-block
Prints,Japan
T
ravelB
ureau,Tokyo,1950.
32
O
liver
Statler,M
odern
Japanese
Prints:A
n
A
rtR
eborn,V
t.:
Chales
E
.T
uttle
Co.,1956.R
eprint,1962.
33
オ
リ
バ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
「
恩
地
孝
四
郎
│
回
想
の
う
ち
に
新
た
に
思
う
│
」（
前
出
）
二
二
七
頁
。
34
Jam
es
A
.M
ichener,T
he
Floating
W
orld,
R
andom
H
ouse,
1954.
35
John
P.
H
ayes,
Jam
es
A
.
M
ichener
A
B
iography,
T
he
B
obbs–M
errillCo.,Inc.,Indianapolis/N
ew
york,1984.
36
『
美
人
画E
do
B
eauties
in
U
kiyo-e:T
he
Jam
es
A
.M
ichener
Collection
』
国
際
ア
ー
ト
一
九
九
四
年
。
37
オ
リ
バ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
「
恩
地
孝
四
郎
│
回
想
の
う
ち
に
新
た
に
思
う
│
」（
前
出
）
二
二
七
頁
。
19
38
同
前
二
三
二
頁
。
39
関
野
凖
一
郎
『
版
画
を
築
い
た
人
々
』（
前
出
）
一
八
九
頁
。
40
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
「
日
本
の
現
代
版
画
に
接
し
て
」（
前
出
）
六
頁
。
41
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
か
ら
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
へ
の
書
簡
（
一
九
五
八
年
九
月
二
三
日
付
ハ
ワ
イ
大
学
所
蔵
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
資
料
、
以
後
註
で
記
す
書
簡
は
す
べ
て
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
資
料
）。
版
画
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
リ
ラ
・
ペ
リ
ー
か
ら
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
へ
の
書
簡
（
一
九
五
七
年
八
月
一
七
日
付
）
に
は
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が
経
済
的
に
困
窮
し
、
蒐
集
し
た
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
売
却
し
て
い
る
状
況
が
窺
え
る
。
42
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
か
ら
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
へ
の
書
簡
（
一
九
五
八
年
九
月
二
三
日
付
）
参
照
。
た
だ
し
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
は
一
九
六
四
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
恩
地
孝
四
郎
展
の
際
に
は
協
力
者
と
し
て
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
註
25
参
照
の
こ
と
。
43
D
onald
Jenkins,“O
liver
H
adley
Statler
(1915–2002),”
Im
pres-
sions
24
(2002),p.p.105–107
44
一
九
六
○
年
の
展
覧
会
は
一
月
二
一
日
〜
三
月
二
○
日
開
催
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
が
来
日
、
九
一
作
家
二
七
八
点
の
作
品
を
選
ん
だ
。
出
品
作
の
中
に
は
、
作
家
本
人
か
ら
借
用
し
た
も
の
の
他
に
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
、
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
、
ア
レ
ン
バ
ー
グ
か
ら
借
り
た
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。
目
録
に
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
の
挨
拶
文
と
と
も
に
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
創
作
版
画
に
関
す
る
文
章
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
45
ロ
バ
ー
ト
・
ペ
イ
ン
か
ら
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
へ
の
書
簡
（
一
九
五
五
年
九
月
一
九
日
付
）、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ワ
ヤ
マ
か
ら
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
へ
の
書
簡
（
一
九
六
一
年
四
月
四
日
付
）
46
関
野
凖
一
郎
『
版
画
を
築
い
た
人
々
』（
前
出
）
一
九
○
頁
。
47
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ
（T
he
C
ollege
W
om
en’s
A
ssociation
of
Japan
）
版
画
展
と
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
『E
xpanding
H
orizons
1949–1999
時
代
を
こ
え
て
…
国
境
を
こ
え
て
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ
50
年
の
歴
史
』（
一
九
九
九
年
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ
セ
ン
タ
ー
）、
『
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ
第
50
回
現
代
版
画
展
』
図
録
（
二
○
○
五
年
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ
セ
ン
タ
ー
）
参
照
の
こ
と
。
48
「
青
い
眼
の
日
本
フ
ァ
ン
０
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
氏
創
作
版
画
の
と
り
こ
日
本
の
誇
り
と
賞
め
ち
ぎ
る
」『
報
知
新
聞
』
一
九
五
六
年
十
一
月
一
五
日
付
な
ど
。
49
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
か
ら
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
美
術
館
リ
ー
・
マ
ロ
ー
ヌ
へ
の
書
簡
（
一
九
五
八
年
五
月
十
日
）
50
「
現
代
創
作
版
画
六
人
展
に
つ
い
て
」「
現
代
創
作
版
画
六
人
20
展
」
目
録
（
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
一
九
五
二
年
七
月
一
五
日
〜
八
月
三
一
日
）。
同
展
で
取
り
上
げ
た
作
家
は
、
恩
地
孝
四
郎
、
川
西
英
、
駒
井
哲
郎
、
斎
藤
清
、
平
塚
運
一
、
棟
方
志
功
の
六
人
。
別
刷
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
さ
れ
た
。
51
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
が
書
い
た
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
『
現
代
日
本
版
画
』
の
書
評
（
雑
誌T
he
Japan
Christian
Q
uarterly
掲
載
）
ハ
ワ
イ
大
学
所
蔵
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
資
料
。
21
図
版
典
拠
１
『
恩
地
孝
四
郎
色
と
形
の
詩
人
』
展
図
録
横
浜
美
術
館
、
宮
城
県
美
術
館
、
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
編
集
一
九
九
四
年
一
五
○
頁
２
筆
者
撮
影
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
協
力
３
『
書
窓
』
一
九
三
五
年
九
月
号
４
筆
者
撮
影
ハ
ワ
イ
大
学
協
力
５
筆
者
撮
影
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
協
力
６
筆
者
撮
影
ハ
ワ
イ
大
学
協
力
７
『M
ade
in
Japan
T
he
Postw
ar
Creative
Print
M
ovem
ent
』
M
ilw
aukee
A
rtM
useum
2005.p46
８
筆
者
撮
影
ハ
ワ
イ
大
学
協
力
９
筆
者
撮
影
シ
カ
ゴ
美
術
館
協
力
10
青
木
茂
・
酒
井
忠
康
監
修
『
近
代
の
美
術
12
近
代
の
版
画
』
大
月
書
店
一
九
九
四
年
八
四
頁
11
筆
者
撮
影
ハ
ワ
イ
大
学
協
力
12
筆
者
撮
影
ハ
ワ
イ
大
学
協
力
13
筆
者
撮
影
ハ
ワ
イ
大
学
協
力
14
『
恩
地
孝
四
郎
色
と
形
の
詩
人
』
展
図
録
横
浜
美
術
館
、
宮
城
県
美
術
館
、
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
編
集
一
九
九
四
年
二
○
五
頁
（
注
記
）
筆
者
撮
影
と
記
し
た
図
版
の
う
ち
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
協
力
の
も
の
は
味
岡
千
晶
氏
と
の
共
同
撮
影
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
図
書
館
協
力
の
も
の
は
味
岡
千
晶
氏
、
佐
藤
香
里
氏
と
の
共
同
撮
影
で
あ
る
。
（
付
記
）
本
稿
は
科
研
基
盤
研
究
Ｃ
（「
日
本
近
代
版
画
の
海
外
紹
介
と
そ
の
国
際
的
評
価
に
関
す
る
研
究
│
昭
和
初
期
か
ら
占
領
期
ま
で
│
」）
の
一
環
と
し
て
す
す
め
ら
れ
た
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
調
査
お
よ
び
執
筆
に
あ
た
り
、
以
下
の
方
々
か
ら
ご
教
示
、
資
料
の
提
供
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
故
恩
地
邦
郎
氏
、
恩
地
元
子
氏
、
味
岡
千
晶
氏
、
佐
藤
香
里
氏
、
猿
渡
紀
代
子
氏
、
瀬
下
和
通
氏
、
竹
村
さ
わ
子
氏
、
三
好
寛
佳
氏
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
前
橋
文
学
館
、
大
英
博
物
館
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
、
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
図
書
館
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
。
(
く
わ
は
ら
の
り
こ)
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図１ 恩地孝四郎《『氷島』の著者・
萩原朔太郎像》1943年 東京
国立近代美術館蔵
図２ 恩地孝四郎 萩原朔太郎の肖
像デッサン 制作年不明 ホ
ノルル美術館蔵
図３ 萩原朔太郎の写真（野村道太
郎撮影）『書窓』1935年９月
号掲載
図４ 萩原朔太郎の写真 ハワイ大
学蔵

25
図９ 萩原朔太郎像の色見本 シカ
ゴ美術館蔵
図11 『Art Around Town』1955年
７月号表紙 ハワイ大学蔵
図10 萩原朔太郎像版木 個人像
図12 「日本現代版画展－創作版画
展」目録表紙（於シカゴ美術
館 1960年） シカゴ美術館、
ハワイ大学蔵
26
図13 1956年にホノルル美術館で行
われたスタットラー・コレク
ション展の記事 『Pacif ic
Stars & Stripes』1956年８月
10日号 ハワイ大学蔵
図14 恩地孝四郎《バイオリニスト
の印象（諏訪根自子像）》
1947年 個人蔵
